
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私の祖母は、３人並んで写真を撮ると、真ん中の

人は間もなく死ぬと信じていました。死なないま

でも、魂を抜かれるという人もいました。夫の母も

３姉妹でしたが、３人揃って写真屋で撮った記念

写真には人形を加えてありました。４人にしたの

です。 

 40 年近く前のこと、私たち家族が福島から柏に

越してくる時、希望を言うとすぐに夫の職場に間

取り図数枚が送られてきました。それが私の見た

最初のファックスです。やがて我が家もファック

ス機器を購入し、アメリカの語り手フランさんと

のやりとりに大いに活躍しました。電話では聞き

取れない英語も字で書いてもらうと理解できま

す。返事もゆっくり書けます。しかもそれが瞬時に 

アメリカに届くのですから、 

ファックスさまさまと思って 

重宝していたら、今やその 

ファックスも時代遅れの感が 

少し昔のこと〈74〉 藤田浩子の 

なきにしもあらず、です。 

「文豪」だの「一太郎」だのというワープロが出

たときもびっくりしました。タイプライターと違

って、字を間違えても苦労なく消せます。私はタイ

プを習っていましたから、叩くことに関してはラ

クでした。そして私の理解できるのはこのワープ

ロまででした。 

叩くのは同じですがコンピューターになって、

私の戸惑いは大きくなりました。機能が多すぎて

理解できないのです。文字だけでなく絵も、それも

動いている私の姿まで、パソコンから飛び出して

世界中に飛んでいく時代になりました。それこそ

魂を抜かれた私の映像が、太平洋の上あたりをふ

わふわ浮いている感じで気味の悪いことです。今

の子どもたちが大人になる頃には、こんなことに

驚いていた婆様がいたんだってさ、という昔話に

なるのでしょうね。生身の人と人が向き合う時代

が遠ざかるようで、人の温かみが伝わらなくなり

そうで、恐ろしいのです。コロナがそれに拍車をか

けているのかもしれません。 

リレー連載 ＜207＞ 
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わたしの大好きな絵本      

はらちゃん（藤心小おはなし会きらきら） 

雨の季節になると読みたくなる本があります。『かさどろぼう』は、スリランカの、まだ傘を知らない小

さな村のお話です。町で傘を初めて見たキリ・ママおじさん、大喜びで一本買って帰ります。ところが、村

に着いてコーヒーを飲んでいる間に、大事な傘は消えてしまったのです。何度も傘をなくしたおじさんは、

傘につめこんでおいた紙切れをたどって森に入っていきます。 

そこでおじさんが見たのは、枝にずらりとぶら下がった自分の傘・・・その 

数に思わず笑ってしまいます。これだけ傘をなくしても、やっぱりコーヒーと 

おしゃべりを楽しみ続けるキリ・ママおじさん！泥棒のために、一本だけ傘を 

残しておいてやったりもするのです。自然とともにゆったりおおらかに暮らす 

人々。くねくね曲がった森の木々や、たわわに実る果実。人々の衣装の色や柄。 

(昔の？)スリランカの自然や暮らしにも心惹かれます。 

旅をするのが難しい今、絵本で世界を回ってみるのも楽しそうですね。 

・・・ところで、かさどろぼうの正体は？ぜひ絵本で確かめてみてくださいね。 

『かさどろぼう』 

シビル・ウェッタシンハ作・絵   

いのくま ようこ訳   

徳間書店 

進歩？  


